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資料編 

● 審議会等への女性の参画状況 

 

この年次報告書は、八潮市男女共同参画推進条例第 20 条に基づき、市の男女

共同参画の推進状況及び男女共同参画の推進に関する施策の実施状況を明らか

にするために作成したものです。 
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八潮市の男女共同参画推進状況 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



八潮市の男女共同参画推進状況 

2 

 

１ 八潮市の現状 

 

１ 社会参画 

 

（１）政治への参画状況 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：八潮市議会 

 

  

 

（２）国・県・市、女性議員の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：内閣府男女共同参画局、八潮市ＨＰ 

（市:R7年9月、県：R6年12月、衆議院：R7年8月、参議院：R7年9月現在） 

本市の市議会議員に

占める女性議員数は、

令和7年改選時におい

て２１人中7人で、その

割合は33.3％です。 

 

本市の市議会議員に

占める女性の割合は、

国・県議会議員と比較

して高くなっていま

す。 
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（３）審議会等への参画状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：埼玉県「市町村における男女共同参画の推進に関する施策の推進状況調査」 

 

 

 

 

 

（４）県・県平均・八潮市の審議会等における女性割合の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：埼玉県「市町村における男女共同参画の推進に関する施策の推進状況調査」 

 

本市の審議会等に

占める女性委員数の

割合は、令和7年4月1

日現在32.5％で、令

和６年と比較して1.3

ポイント減少してい

ます。 

 

 

本市の審議会等に

おける女性委員数の

割合は、令和7年4月1

日現在32.5％で、埼

玉県より低いものの、

県内平均よりは高く

なっています。 
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（５）審議会等の会長職 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 資料：企画経営課「附属機関委員名簿」（R7.4.1） 

 

 

（６）各種団体の長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：人権・男女共同参画課調査「各種団体の会長職への女性の登用状況について」（R7.4.1） 

 

 

（７）会長（長）職における女性割合の推移 

 

 

 

審議会等附属機関（52機関）の

会長職に占める女性の割合は、令

和 7年 4月 1日現在 10.9％で、

令和 6 年度の 9.8%と比較して、

1.1ポイント増加しています。 

 

*4月 1日現在、審議会未開催の影響から、 

6機関で会長が未選出。 

本市の各種団体（老人クラブ連合

会、ＰＴＡ連合会、民生委員・児童

委員協議会等 56団体）の長におけ

る女性の割合は、令和 7 年 4 月 1

日現在 16.1％で、令和 6年度と同

じポイントです。 
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２ 職員 

 

（１）女性職員割合の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  資料：人事課 

                                           

 

 

 

（２）市職員の世代別男女構成比 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：人事課 

 

 

令和 7 年 4 月 1

日現在、本市職員の

男女別構成比は、男

性 342 人、女性

282 人で女性の割

合は 45.2％です。 

 

令和 7 年４月１日

現在、本市職員の世

代別男女構成比は、

61 歳以上の女性割

合が低く、18 歳～

30 歳の女性割合が

高くなっています。 
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（３）新規採用職員の男女構成比 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：人事課 

令和7年度の本市に

おける新規採用職員の

男女構成比は、男性

42.9％、女性57.1％と

なっています。 
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３ 女性相談とＤＶ相談 

【女性相談】 

 

 

 

 

 

 

（１）女性相談の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）年齢別相談割合            （３）相談内容（重複相談含む）      

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

女性の抱えるさまざまな悩みに対応するため、八潮駅前出張所内相談室

において、女性相談員による「女性相談」を実施しています。 

相談日：火～木曜日 

時間：10時 15分～１６時 15分（1日 4枠、1人 60分）  

 

 

 令和 7 年度の相談件

数は、令和 6年度と比較

して、件数で 47件増加

しています。 
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【DV相談】 

 

 

 

    

 

 

（１）ＤＶ相談の推移 

    

    

    

    

    

    

    

    

 

 

 

 

 

（２）年代別相談割合          （３）相談内容（重複相談含む） 

 

 

平成25年4月1日より「八潮市配偶者暴力支援センター（DV相談支援

室）」を設置して、配偶者やパートナーからの暴力に関する相談に応じる

とともに、暴力から逃れるための支援をしています。 

相談員による相談日：月・金曜日 

時間：10時～１６時 

 令和7年度の相談件数

は、令和 6年度と比較し

て、件数で 13 件減少し

ています。 
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第 ２ 部 

八潮市の男女共同参画 

推進施策の実施状況 
 

 

 

 

１ 男女共同参画を推進するための基本理念 

２ 第４次八潮市男女共同参画プランについて 

３ 第４次八潮市男女共同参画プランの 

施策の実施状況について 
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１ 男女共同参画を推進するための基本理念  

八潮市では、平成 15年 12月 25日に八潮市男女共同参画推進条例（八潮市条例第

26 号）を制定し、その中で、男女共同参画を推進するため７つの基本的な考え方を、

基本理念として定めています。 

本条例で定めた 7 つの基本理念は、男女共同参画社会基本法第 14 条に基づく市町

村男女共同参画計画である「第 4 次八潮市男女共同参画プラン」において踏襲し、本

市の男女共同参画を推進するための施策へと展開していきます。 

 

 

 

 

 

 

① 全ての人の人権の尊重、性別による差別的取扱いの禁止、能力を発 

揮する機会の平等 

 

② 制度・慣行が見直され、男女が互いに平等で相互に尊重する社会 

 

③ 計画立案・決定に積極的に参画する機会の確保による、男女が対等 

で相互に尊重しつつ協働できる社会 

 

④ 男女の互いの協力と責任による家庭・社会生活における活動の展開 

 

⑤ 社会のあらゆる場からのあらゆる形態の暴力の根絶 

 

⑥ 男女の生涯を通じての互いの性の理解、健康な生活を営む権利の確 

保と、性と生殖に関する女性の自己決定の尊重 

 

⑦ 国際社会の動向への留意 

八潮市男女共同参画条例の７つの基本理念 
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２ 第４次八潮市男女共同参画プランについて 

第４次八潮市男女共同参画プラン（計画期間：平成 28年度～令和 7年度） 

４つの基本目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性、子供、 

高齢者、障がい者、外国人、 

LGBT＊１（性的マイノリティ）等 

すべての人の人権が尊重され、差別を 

受けることがあってはならないという

意識を醸成するため、家庭、学校、地域、 

 職場などあらゆる場で人権尊重の 

意識の高揚をめざします。 

男女平等・男女共同 

参画の意識づくり 

仕事・家事・ 

育児・介護は性別に関係なく 

協力して行うものです。 

「リプロダクティブ・ヘルス・ライツ 

（性と生殖に関する健康と権利）や「ワ

ーク・ライフ・バランス」の視点に立ち、 

育児・介護や高齢者や障がいのある 

人への支援等の充実によりいき 

いきと暮らせるよう基盤 

強化を図ります。 

 

いきいきと暮ら

せる基盤づくり 

 

性別に関係なく 

   アイディアを出し、新たな 

チャレンジができるよう、人材 

の育成を図ります。 

老若男女が互いの問題や目標を共有 

し、常時・非常時共に女性に負担が偏る 

ことのないように努め、職場や家庭 

生活、地域活動での男女共同参 

 画を促進します。 

 

あらゆる分野に
おける男女共同
参画の実現 
 

DVやセクハラ・ 

モラハラ・マタハラ・パワハラ 

等さまざまなハラスメントに対する 

予防のための啓発活動や相談体制を充

実することによって、被害者が少しでも

早く安心して社会生活を送ることがで 

きるよう、関係機関及び関係各課 

 が連携し、予防と自立支援の 

  両面から支援します。 

 

  

 

 

安全・安心な地域

社会の実現 
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３ 第４次八潮市男女共同参画プランの施策の実施状況について 

 

 

 

 

  第４次八潮市男女共同参画プランでは、４つの基本目標を達成するため、下記のとお

り施策の取り組みの方向性を定め、各施策を実施します。 

 

 

基本目標 １ 

あらゆる分野における男女共同参画 

の実現 

 

 

 

基本目標 ２ 

安全・安心な地域社会の実現 

  

 

基本目標 ３ 

男女平等・男女共同参画の意識 

 づくり 

       

 

 

基本目標 ４ 

いきいきと暮らせる基盤づくり 

   

 

 

 

 

 

１ 政策・方針決定過程の場への男女共同 

  参画の促進  

２ 家庭・地域への男女共同参画の促進 

３ 防災分野における男女共同参画の推進 

（施策の方向） 

４ 配偶者等からの暴力の防止 

（八潮市DV防止等基本計画） 

５ 人権尊重の推進 

６ 男女平等意識の啓発 

７ 男女平等教育の推進 

８ 女性の職業生活における活躍の推進 

（八潮市女性活躍推進計画） 

９  仕事と家庭・地域生活の両立支援 

10 就業支援の推進 

11 生涯を通した健康支援の推進 

12 多様なニーズに応じた育児の支援 

13 高齢者・障がい者・外国人等が安心して

暮らせる環境の整備 

誰もが自分らしく、輝いて暮らせるまちをめざして  



  　施策の方向

  １　政策・方針決定過程の場への男女共同参画の促進　　

  ２　家庭・地域への男女共同参画の促進

  ３　防災分野における男女共同参画の推進　
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 基本目標１

 あらゆる分野における男女共同参画の実現

*「具体的取り組み」中の「（変更）」は、令和2年度に行った

「第4次八潮市男女共同参画プランの見直し」で、内容が変更されたことを示しています。



 基本目標１

 あらゆる分野における男女共同参画の実現

施策の方向１

具体的取り組み 内　 容 担当課 R７年度　事業内容

①女性の参
画意識の啓
発

男女共同参画情報紙の内容
の充実（インタビュー掲載
など）を図るとともに、さ
まざまな学習の機会を提供
するなど啓発活動に努めま
す。

人権・男
女共同参
画課

男女共同参画情報紙に
おいて、市内で活躍す
る月経血コントロール
ヨガインストラクター
の女性を紹介しまし
た。

②行政委員
会・審議会
等への女性
の参画促進
(重点項目）

「女性人材リスト」や退職
した職員なども参画できる
仕組みを整え、行政委員
会・審議会・委員会の女性
委員を増員します。

関係課

「女性人材リスト」の
登録者の促進につい
て、男女共同参画情報
紙に掲載しました。

③女性人材
リストの充
実
(重点項目）

男女共同参画情報紙や市
ホームページ、研修等を通
じて登録者を募集します。
「女性人材リスト」は、庁
内掲示板に掲載し、審議会
等への登用を促進します。

人権・男
女共同参
画課

「女性人材リスト」の
登録者の促進につい
て、男女共同参画情報
紙に掲載しました。

◆施策１◆　　政策決定分野における女性の参画

政策・方針決定過程の場への男女共同参画の促進
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④公募制の
充実

公募制の充実を図り、審議
会等への女性の参加を促進
し、市政へ女性の意見を反
映させます。

関係課

審議会委員の委嘱にあ
たっては、人権・男女
共同参画課長の合議を
行い、公募制枠を活か
した女性委員の登用を
推進しました。

⑤(新規）
政 治 分 野 に
お け る 男 女
共 同 参 画 の
推進

女性が政治分野に参画しや
すいよう、情報提供や研修
の機会の提供に努めます。

人権・男
女共同参
画課

議事調査
課

令和７年度の市議会議
員選挙において、７名
の女性議員の方が当選
され、その活動の様子
を議会中継、広報紙等
を通じ、広く公開しま
した。
また、小さなお子さん
がいる方が議会を傍聴
しやすいように親子傍
聴席を設け、議会の活
動に触れる機会の提供
に努めました。

具体的取り組み 内　 容 担当課 R７年度　事業内容

①女性の能
力活用のPR
の実施

自己啓発のための講座等を
積極的に設け、社会のあら
ゆる分野で女性の能力が発
揮できるようPRに努めま
す。

関係課

国や県等が実施する講
座や研修等の情報を市
内公共施設等にチラシ
を設置するとともに、
希望団体に対しては
メールで情報提供をし
ました。

具体的取り組み 内　 容 担当課 R７年度　事業内容

① 学 習 機 会
等 情 報 提 供
の実施

「八潮女性サロン」での女
性同士の交流の場を提供す
るとともに、男女共同参画
に関する図書の閲覧および
講座、研修会等の情報を提
供します。

人権・男
女共同参
画課

男女共同参画に関する
書籍や他機関からの情
報紙を配架し、情報提
供をしました。

◆施策２◆　　あらゆる分野への女性登用

◆施策３◆　　女性人材の発掘・育成
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女性指導者の育成を進める
ため、国や県、市で実施し
ている研修会等の情報提供
及び参加を促進します。

人権・男
女共同参
画課

また、高校生や大学生等の
若い世代が行政に関心を持
ち、積極的に参加できる取
り組みについて研究しま
す。

関係課

具体的取り組み 内　 容 担当課 R７年度　事業内容

①女性職員
の人材育成
(重点項目）

市の女性職員が研修会に参
加しやすい環境を整備し、
女性職員の意識改革やスキ
ルの向上を図るため「ロー
ルモデル」等の人材の育成
に努めます。また、「メン
ター制度」を導入し、昇進
に対する意識啓発を行い、
女性のキャリア形成を支
援・促進します。

人事課

女性のキャリア形成を
支援・促進するため、
係長級を対象にキャリ
アデザイン研修を実施
しました。また、育児
休業等の各種両立支援
制度の情報提供を随時
行いました。

②女性職員
の管理職登
用
(重点項目）

複数のロールモデルの提示
や職場の環境整備に努め、
女性職員の職域拡大を促進
するとともに、昇任試験受
験についての啓発など受験
しやすい環境づくりに努め
ます。

人事課

すべての職員が閲覧で
きるように昇任試験の
受験案内を庁内LANに
掲示し、対象者には、
昇任試験申込案内を手
渡ししました。

③特定事業
主行動計画
の策定
(重点項目）

女性活躍推進法に基づき市
の特定事業主行動計画を策
定し、計画期間、数値目
標、取り組み内容を記載
し、毎年実施状況を公表し
ます。

人事課
6月に、ホームページ
に公表しました。

② 女 性 指 導
者 の 育 成 講
座 の 参 加 促
進

国や県等が実施する講
座や研修等の情報を市
内公共施設等にチラシ
を設置するとともに、
希望団体に対しては
メールで情報提供をし
ました。

◆施策４◆　　市女性職員の活躍の推進
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施策の方向２

具体的取り組み 内　 容 担当課 R７年度　事業内容

①家庭生活に
おける男女共
同参画意識の
啓発

男女共同参画情報紙の内容
の充実（インタビュー掲載
など）を図るとともに、講
演会等の開催を通じて男女
共同参画に関する意識啓発
を行い、家庭生活への男女
の共同参画を促進します。

人権・男
女共同参
画課

職員向け情報紙「男女
共同△情報メールＤ
Ｏ！」に関連記事を掲
載、市ホームページ、
職員掲示板にて周知
し、意識啓発に努めま
した。

②男性の家
事・育児・介
護等への参画
の促進
(重点項目）

関係各課と連携して、家
事、育児、介護等に男性が
自ら参画できるよう講座な
どを通じて促進するととも
に、市内企業には、男性の
家事・育児・介護等への参
画を促進するための啓発を
行います。

人権・男
女共同参
画課

関係課

国や県等のチラシや
リーフレット等を窓口
に配架し、男性の家
事・育児等への参画の
促進に努めました。

具体的取り組み 内　 容 担当課 R７年度　事業内容

①町会・自
治会等の方
針決定の場
への女性の
登用の促進
(重点項目）

町会・自治会等への加入促
進に努めるとともに、関係
課および町会・自治会長と
連携して、その方針決定の
場への女性の登用について
啓発を行い、女性が発言し
やすい環境づくりへの協力
を依頼します。

市民協働
推進課

町会自治会連合会の会
議等において女性の登
用について啓発を行い
ました。

家庭・地域への男女共同参画の促進

◆施策５◆　家庭生活における男女共同参画の促進

◆施策６◆　地域活動における男女共同参画の促進
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②地域活動
における男
女共同参画
意識の啓発

男女共同参画情報紙で地域
活動の紹介を行い、男女共
同参画意識を啓発するとと
もに、さまざまな地域活動
への男女共同参画を促進し
ます。

人権・男
女共同参
画課

男女共同参画情報紙
に、市内で活動する団
体に向けて、男女共同
参画に関する事業の委
託を募集し、子育て中
の方が楽しみながら学
べる講演や体験会など
を実施した結果、約
300人の来場がありま
した。

③市民交流
の促進

ボランティア団体や市民活
動団体とともに、さまざま
な世代の人々が楽しめるイ
ベントの企画等、団体同士
の連携、交流、情報交換を
促進します。

市民協働
推進課

市内各種団体との協働
により開催を予定して
いたやしお市民まつり
は、1 月 28 日に発生
いたしました県道松戸
草加線中央一丁目交差
点の道路陥没事故の状
況やこれに伴う交通規
制の状況などをふま
え、中止となりまし
た。
市民活動団体との協働
により、楽フェス２０
２５を開催し、延べ
１，４００人が来場し
ました。

④国際交流
等の促進

国際交流を行っている市内
のボランティア団体等と連
携して、市内在住の外国人
との交流イベントやホーム
ステイ事業を行い、日本文
化の紹介を通じて、相互理
解を深めます。

市民協働
推進課

国際交流関係のボラン
ティア団体等との協働
により国際交流フェア
及び日本語国際セン
ターによるホームステ
イ事業を実施しまし
た。
また、日本語ボラン
ティア養成講座を開催
しました。
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⑤地域活動
のための条
件整備の推
進

男女を問わず参加できる出
前講座メニューや、市民活
動支援事業等を充実しま
す。

市民協働
推進課

出前講座では、学習機
会の充実及び意識啓発
を図るため、市民編、
民間企業編、公共機
関・公益機関編、サー
クル編など全７部門で
実施し、205件のメ
ニュー数に対して134
件の申込みがあり、
7,466人が受講しまし
た。
市民活動支援事業で
は、市民版人財バンク
「やしお楽習塾」に登
録しているボランティ
ア講師が企画した講座
を5講座開催しまし
た。

⑥ボラン
ティア団
体、市民活
動団体の支
援

「市民活動コーディネー
ター」を中心にボランティ
アや市民活動の意向がある
人々を活動と結びつける仕
組みづくりに取り組むとと
もに、活動内容の情報発
信、市民活動支援講座の開
催、市と市社会福祉協議会
の連携強化等を推進しま
す。

市民協働
推進課

市民活動の情報発信で
は、市内公共施設のボ
ランティア・市民活動
情報ラックの整理を実
施し、最新の情報の提
供を行いました。
また、市民活動応援講
座として、活動の課題
解決のための講座を１
講座開催しました。
市と市社会福祉協議会
との連携では、ボラン
ティア活動・市民活動
「活動情報一覧」の発
行を協働で行いまし
た。

⑦女性の地
域活動と女
性団体の交
流の促進

「グループ名簿」の内容の
充実を図り、女性が地域活
動へ参画しやすい環境づく
りと女性団体相互の交流を
促進します。

人権・男
女共同参
画課

「地域で豊かに！グ
ループ名簿」を発行
し、希望する団体に対
し国・県・市で実施す
る様々な研修会等の情
報をメールで提供しま
した。
　掲載団体:１５団体

⑧男性の地
域活動参加
の促進
(重点項目）

男性の地域活動への参加を
促進するための意識啓発を
行うとともに、講座等の曜
日や時間などに配慮し、多
くの男性に地域活動参加の
きっかけを提供するよう努
めます。

人権・男
女共同参
画課

「地域で豊かに！グ
ループ名簿」を発行
し、希望する団体に対
し国・県・市で実施す
る様々な研修会等の情
報をメールで提供しま
した。
　掲載団体:１５団体
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施策の方向3　

具体的取り組み 内　 容 担当課 R７年度　事業内容

①男女共同
参画の視点
に立った防
災体制の整
備
(重点項目）

防災について男女のニーズ
の違いを互いに認識すると
ともに、関連会議への女性
登用の促進に努め、把握し
たニーズの政策への反映や
男女共同参画の視点に立っ
た防災体制の整備を行いま
す。特に、女性に配慮した
避難所の運営および環境整
備を推進します。

危機管理
防災課
 
人権・男
女共同参
画課

女性に配慮した避難所
の運営および環境整備
を図り、男女共同参画
の視点に立った防災体
制を構築するため、八
潮市防災会議における
女性委員の登用に努め
ました。

②地域にお
ける防災活
動の男女共
同参画の促
進

自主防災組織において男女
共同参画の意識啓発を行う
とともに、女性の参画を促
進し、地域における防災活
動等の男女共同参画を促進
します。

危機管理
防災課

自主防災組織等を対象
に、女性と多様性に配
慮した地域防災の重要
性について研修会を行
い、市内自主防災組織
26団体をはじめ、73
人の参加がありまし
た。

(変更）
③災害時に
おける女性
を対象とし
た相談窓口
の設置
(重点項目）

避難所において、女性が抱
えるさまざまな問題に対応
するため
「男女共同参画の視点から
の防災・復興ガイドライ
ン」に基づき体制を整えま
す。

人権・男
女共同参
画課

関係課

八潮市地域防災計画に
基づき、円滑な対応が
できるよう備えまし
た。

④災害復興
時における
男女共同参
画の推進

災害復旧活動に関する委員
会等へ女性の参加を促進
し、女性の視点を取り入れ
た災害復興を推進します。

関係課
（全庁）

女性の参画の重要性を
発信するとともに、災
害が発生した場合は、
八潮市地域防災計画に
基づき行動しました。

◆施策７◆　防災分野における男女共同参画の推進

防災分野における男女共同参画の推進
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　　施策の方向

　　４　配偶者等からの暴力の防止

21

　基本目標２

　安全・安心な地域社会の実現　　

　　　（『八潮市配偶者等からの暴力の防止及び被害者の支援に関する基本計画』〔DV防止等基本計画〕）

*1「具体的取り組み」中の「（変更）」は、令和2年度に行った
「第4次八潮市男女共同参画プランの見直し」で、内容が変更されたことを示しています。



　基本目標２

　安全・安心な地域社会の実現　　

施策の方向４　

具体的取り組み 内　 容 担当課 R７年度　事業内容

①DV防止の
啓発
(重点項目）

DVは重大な人権侵害であ
るという認識が性別を問わ
ず共有されるよう、広報紙
や啓発用リーフレット、
SNS等を活用し、DV防止
の啓発を推進します。

人権・男
女共同参
画課

子ども家
庭支援課

人権・男女共同参画課
では、男女共同参画情
報紙にDVに関する記
事を掲載しました。ま
た11月12日から25日
までの「女性に対する
暴力をなくす運動」期
間中、八潮駅前出張所
ロビーにポスターを掲
示しました。

子ども家庭支援課で
は、相談者に対し、
リーフレット等を活用
して予防・啓発に努め
ました。

②デートDV
防止の啓発

交際相手からの暴力（デー
トDV）を防止するため、
広報紙や啓発用リーフレッ
ト、SNS等を活用し、デー
トDV防止の啓発を推進し
ます。

人権・男
女共同参
画課

小中一貫
教育指導
課

子ども家
庭支援課

人権・男女共同参画課
では、デートDVに関
する相談先を記載した
啓発物品（マスク）を
成人式で配布しまし
た。

小中一貫教育課では、
交際相手からの暴力
（デートDV）を防止
するため、広報紙や啓
発用リーフレット等を
活用し、デートDV防
止の啓発を推進しまし
た。

子ども家庭支援課で
は、相談者に対し、
リーフレット等を活用
して予防・啓発に努め
ました。

配偶者等からの暴力の防止

（『八潮市配偶者等からの暴力の防止及び被害者の支援に関する基本計画』〔DV防止等基本計画〕）

◆施策８◆　配偶者等からの暴力防止のための啓発の推進
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③DV防止の
講座・講演会
等の実施

DVに対する認識を深める
ために講座、講演会等を開
催し、DV防止の意識啓発
を図ります。また、出前講
座により地域、学校等に出
向き、DV防止の啓発を推
進します。

人権・男
女共同参
画課

子ども家
庭支援課

子ども家庭支援課で
は、各相談者に対し、
DV被害を未然に防ぐ
ための助言や指導を行
いました。
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具体的取り組み 内　 容 担当課 R７年度　事業内容

①DV相談支
援室の周知

DV相談機能の充実を図る
ため、平成25年４月１日
「八潮市配偶者暴力相談支
援センター（通称：DV相
談支援室）」を設置しまし
た。DV被害者が早期に相
談窓口を利用できるよう、
DV相談支援室の周知を図
ります。

子ども家
庭支援課

男女共同参画情報紙へ
の掲載の他、チラシを
作成し、関係課所、市
内公共施設に設置しま
した。また、母子保健
やこども相談担当と連
携し、家庭訪問等の機
会にチラシを手渡すな
ど周知しました。

②DV相談の
充実
(重点項目）

被害者が高齢者、障がい
者、外国人、ＬＧＢＴ等の
人であるなど、複雑・多様
化する相談にきめ細かく対
応し、適切に支援するため
には、専門の研修を積んだ
女性相談員による相談が不
可欠です。相談者がいつで
も専門の女性相談員に相談
できるよう、相談日を増設
しDV相談の充実を図りま
す。

子ども家
庭支援課

毎週月・金曜日は市役
所において「DV相
談」を実施し、被害者
の早期発見と相談者の
自立支援に努めまし
た。
令和７年度は、1１５
件の相談に応じまし
た。
また、複数の相談員が
連携を図り、適切に被
害者支援ができるよ
う、ケース検討会議を
６回、研修等に6回参
加し、担当職員及び相
談員のスキルアップに
努めました。

③DV相談対
応マニュアル
の改訂と活用

相談担当者向けの「DV相
談対応マニュアル」を随時
改訂するとともに、職務関
係者研修等での活用を図り
ます。

子ども家
庭支援課

令和７年６月2日「DV
対策担当者連絡協議会
庁内担当者連絡会議」
を開催し、マニュアル
の確認・改訂を行いま
した。

④DVに関す
る職員の資質
の向上と健康
への配慮

相談担当者は、専門研修を
受講し資質の向上を図りま
す。また、被害者支援に職
務上関係する職員に対して
は、知識や技術の習得をは
じめ、二次的被害防止の視
点からの研修を実施しま
す。相談内容が多様化する
近年、相談担当者の二次受
傷などによる健康への配慮
に努めます。

子ども家
庭支援課

相談担当者は、国・県
等の研修に参加すると
ともに、ケース検討会
議を開催して資質の向
上に努めました。ま
た、統括女性相談員の
スーパーバイズを受
け、被害者への具体的
な支援について学ぶと
ともに、情報を共有す
ることで二次受傷被害
を予防しました。

◆施策９◆　被害者の早期発見及び相談体制の充実
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⑤女性相談の
充実
(重点項目）

八潮市役所駅前出張所内相
談室において実施している
「女性相談」の充実を図り
ます。
DVの早期発見、予防の効
果が期待できることや、セ
クシュアル・ハラスメン
ト、ＬＧＢＴ等、女性が抱
えるさまざまな悩みに専門
の女性相談員が対応するこ
とで、女性に対するきめ細
かな支援を図ります。

子ども家
庭支援課

毎週火～木曜日に「女
性相談」を実施し、女
性のあらゆる悩みに寄
り添い、DVの早期発
見や予防を図りまし
た。また、毎月第一水
曜日には、集団で行う
ピアカウンセリングを
実施し女性の自立を支
援しました。
令和７年度は２１０件
の相談に応じました。

⑥貧困、高
齢、障がい等
により困難を
抱えた女性等
への配慮

非正規雇用労働者やひとり
親など、生活上の困難に陥
りやすい女性が増加してい
ます。
また高齢者、障がい者、外
国人、ＬＧＢＴ等であるこ
となどに加え、女性である
ことで更に複合的に困難な
状況に置かれることへの配
慮を含め、きめ細かい支援
に努めます。

社会福祉
課

健康増進
課

長寿介護
課

子ども家
庭支援課

社会福祉課では、生活
困窮者の人の自立相談
支援を3２２件受ける
とともに相談の中で、
ＤＶ被害者の早期発見
に努め、関係機関と連
携して支援を行いまし
た。

長寿介護課では、関係
課と連携して、困難な
状況にある高齢者を支
援しました。

健康増進課では、保健
センターに、高齢者や
障がい者を対象とした
内容のチラシを設置し
ました。

子ども家庭支援課で
は、困難な問題を抱え
る女性への支援に関す
る法律に基づき、相談
者が自立した生活を送
れるよう、関係機関と
の調整や同行支援等を
行いました。

⑦加害者対応
に関する周知

研修等に職員を派遣し、加
害者対応に関する情報収集
と情報の共有に努めます。

子ども家
庭支援課

埼玉県主催研修へ職員
を派遣し、加害者に対
応するための情報収集
を行いました。
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⑧男性相談者
への支援

⑨性暴力被害
者への支援

具体的取り組み 内　 容 担当課 R７年度　事業内容

①支援に関す
る情報提供

被害者が適切な支援を受け
られるよう情報提供をしま
す。

子ども家
庭支援課

他課、他機関に渡る複
合的な問題を抱える被
害者が適切な支援につ
ながるよう、相談員に
よる同行支援を行いま
した。

②緊急時の安
全確保

被害者の安全確保を最優先
に考慮し、緊急避難時にお
いては、関係機関と連携を
して一時保護の手続きをし
ます。

子ども家
庭支援課

被害者の安全を確保す
るため、一時保護施設
への入所や、一時宿泊
施設へ避難を実施しま
した。
令和７年度は避難希望
者はいませんでした。

③経済的支援
必要に応じ生活保護制度等
による適切な経済的支援を
実施します。

社会福祉
課

DV被害により、経済
的支援が必要であった
13世帯に生活保護制度
等による支援を開始し
ました。

◆施策１０◆　自立のための支援体制の充実

母子だけでなく父子もひと
り親家庭として、育児や経
済的困窮等による「男性相
談」が求められるように
なっています。
また近年、精神的DV、Ｌ
ＧＢＴ等が社会的に認知さ
れつつあり、男性が悩みを
抱えることも多くなりまし
た。コミュニケーション不
全に悩む男性も多いことか
ら、女性相談員を研修等に
派遣し、男性からの相談に
対応できるように支援しま
す。

子ども家
庭支援課

「DV相談」におい
て、男性からの相談に
も応じました。
令和７年度は男性から
の相談は４件でした。

性暴力被害者への支援に
は、医療関係者を含めた地
域のネットワークづくりが
必要です。被害女性が生涯
そのトラウマを抱えること
がないよう、女性相談員を
研修等に派遣し、性暴力被
害者への支援に努めます。

子ども家
庭支援課

「DV相談」および
「女性相談」におい
て、性暴力被害者の発
見に努めるとともに、
適切な支援ができるよ
う専門機関の指導や検
討会議等を実施し、被
害者支援を行いまし
た。
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(変更）
④子どもに対
する支援

被害者に同伴する子どもの
就学等に速やかに対応する
とともに、家庭児童相談
員、女性相談員、保健師等
と連携して、児童虐待の早
期発見や、子どもの心のケ
アの支援を行います。

学務課

子ども家
庭支援課

被害者に同伴する子ど
もの就学や健診等に速
やかに対応すること
で、子どもの養育環境
を把握し、児童虐待の
早期発見や子どもの心
のケアに努めました。

⑤精神面での
支援

被害者の心の回復に向け
て、継続的な女性相談を行
います。
また、社会生活への不安を
解消できるよう、関係機関
と連携して多角的に支援し
ます。

子ども家
庭支援課

被害者の心に寄り添い
自立を支援するため、
女性相談への継続相談
を勧めました。また、
ピアカウンセリングを
実施し、社会生活への
不安が解消できるよう
支援しました。
令和７年度、女性相談
の継続率は71.4％でし
た。

⑥市役所での
手続きの支援

被害者が自立するにあた
り、必要な市役所での手続
きについてワンストップで
行えるよう支援します。

子ども家
庭支援課

被害者の相談にあた
り、相談室から移動せ
ず行政手続きができる
よう、関係各課職員と
の連携を図り支援しま
した。

⑦必要に応じ
た同行支援

法的手続き等被害者の自立
に向けた活動に対し、必要
に応じ同行支援を行いま
す。

子ども家
庭支援課

被害者から、庁外への
同行支援の要望はな
かったものの、庁内に
おける転入・転出等の
行政手続きに対して
は、要望に応じて随
時、同行支援を行いま
した。
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具体的取り組み 内　 容 担当課 R７年度　事業内容

①関係機関と
の連携会議へ
の参加

児童相談所等、関係機関と
の連携会議に参加し、情報
交換及び連携・協力を図り
ます。

子ども家
庭支援課

東南部地域ドメス
ティック・バイオレン
ス対策連絡協議会及び
八潮市要保護児童対策
地域協議会に参加し、
児童相談所等、関係機
関と連携を図りまし
た。

②担当者連絡
会議の開催

被害者支援に関わる職員が
共通認識のもと被害者支援
が行えるよう、担当者連絡
会議を開催します。
また、スーパーバイザーに
よる実務研修を実施しま
す。

子ども家
庭支援課

被害者支援に関わる職
員が共通認識のもと被
害者支援が行えるよ
う、担当者連絡会議を
開催しました。

③関係する地
域ネットワー
クとの連携

警察署等、地域の関係機関
である「地域ネットワー
ク」との連携を図り、被害
者支援に努めます。

関係課

警察署や、地域包括支
援センター等との連携
を図り、被害者支援に
努めました。

④民間支援団
体との連携

DV被害者支援活動を行っ
ている民間団体との連携を
図るとともに、市内におけ
る民間支援体制づくりにつ
いて検討します。

子ども家
庭支援課

DV被害者支援活動を
行っている民間団体と
の相互理解を深めるた
め、情報交換会を行い
ました。

◆施策１１◆　関係機関との連携協力の推進
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　　施策の方向

　　５　人権尊重の推進　

　　６　男女平等意識の啓発　

　　７　男女平等教育の推進　

　　８　女性の職業生活における活躍の推進

　　　（八潮市女性活躍推進計画）

29

　基本目標３

　男女平等・男女共同参画の意識づくり

*「具体的取り組み」中の「（変更）」は、令和2年度に行った
「第4次八潮市男女共同参画プランの見直し」で、内容が変更されたことを示しています。



　基本目標３

　男女平等・男女共同参画の意識づくり

施策の方向５

具体的取り組み 内　 容 担当課 R７年度　事業内容

①人権講座の
実施

公民館人権講座や人権・同
和教育指導者養成講座など
の人権講座を実施し、人権
の歴史や現状について理解
を深め、あらゆる場で人権
尊重の意識の高揚をめざし
ます。

人権・男
女共同参
画課

公民館講座、家庭教育学
級、労働セミナー、教職
員研修等において、人
権・同和問題に関する研
修を実施しました。
・公民館講座1回
・家庭教育学級4校
・労働セミナー1回
・教職員管理職研修1回
・市職員管理職研修1回
・市職員一般職研修1回

②人権侵害防
止に関する学
習・研修会・
啓発活動の推
進

人権尊重・男女平等・男女
共同参画の意識づくりを推
進するため、人権に関する
学習、啓発活動を実施しま
す。メディア、インター
ネット等における女性を対
象とした性暴力表現は、女
性に対する人権侵害となる
ものもあり男女共同参画社
会の形成を阻害するもので
あるという観点から、市民
のメディア・リテラシーを
高めるための学習や研修
会、啓発活動を推進しま
す。

人権・男
女共同参
画課

社会教育
課

広報紙等、あらゆる機会
を通じて、人権侵害防止
に関する学習・研修会・
啓発活動の推進を図りま
した。
・広報やしお「人権それ
は愛」3回掲載
・公民館講座１回
・家庭教育学級４校
・教職員管理職研修１回
・市職員管理職研修１回
・市職員一般職研修１回
・人権教室２回
・人権相談12回

人権尊重の推進

◆施策１２◆　人権尊重の推進
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③高齢者、障
がい者、外国
人等の人権に
関する学習・
啓発の推進

高齢者、障がい者への差別
や虐待の防止、また日本で
生活をする外国人への差別
や偏見など人権に関する学
習や啓発を推進します。

人権・男
女共同参
画課

広報紙を通じて、高齢
者、障がい者、外国人
等の人権に関する記事
を掲載し、啓発に努め
ました。

④LGBT等の
性的少数者の
人権に関する
学習・啓発の
推進

LGBT等の性的少数者に対
する偏見や人権侵害をなく
し、人権に関する学習、啓
発を実施します。

人権・男
女共同参
画課

国や県等のチラシや
リーフレットを窓口等
に配架し、情報提供を
しました。

施策の方向６

具体的取り組み 内　 容 担当課 R７年度　事業内容

(変更）
①「広報や
しお」を活
用した啓発
活動の実施

「広報やしお」に男女共同
参画事業の案内を掲載する
など、男女平等・
男女共同参画について意識
の高揚に努めるとともに、
紙面においては、固定的性
別役割分担等の表現を避
け、男女間のバランスに配
慮したイラストを掲載しま
す。

秘書広報
課

人権・男
女共同参
画課

紙面においては、固定
的性別役割分担等の表
現を避け、男女間のバ
ランスに配慮したイラ
ストを掲載しました。
また、広報やしお6月
号に、男女共同参画情
報紙「ユニゾン」を折
り込みました。

②男女共同参
画社会実現の
ための情報提
供の充実

男女共同参画情報紙の発行
や「八潮女性サロン」の充
実によって固定的性別役割
分担意識の解消に努めるな
ど、男女共同参画社会実現
のための情報提供を充実さ
せます。

人権・男
女共同参
画課

男女共同参画社会の実
現に向けて男女共同参
画情報紙「ユニゾン」
の発行やチラシの配
架、啓発ポスター等を
作成して情報提供に努
めました。また「八潮
女性サロン」において
は、男女共同参画に関
する書籍を購入、配架
し情報提供の充実に努
めました。

男女平等意識の啓発

◆施策１３◆　広聴広報活動の充実
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③ホームペー
ジを活用した
情報提供の充
実

ホームページを活用した関
連事業のスムーズな情報提
供に努めます。

秘書広報
課

ホ ー ム ペ ー ジ を 活 用
し、男女共同参画に関
する記事を掲載しまし
た。

④男女共同参
画推進条例の
周知

八潮市男女共同参画推進条
例周知のためパンフレッ
ト・ポスター等を作成し、
男女共同参画社会の実現に
努めます。

人権・男
女共同参
画課

男女共同参画職員研修
において、八潮市男女
共同参画推進条例のパ
ンフレットを配布しま
した。

⑤市民意識調
査の定期的実
施

市民の男女共同参画に関す
る実態・意識等を把握する
ため定期的に市民意識調査
を実施し、結果について情
報公開を行います。

人権・男
女共同参
画課

「八潮市民意識調査」
は実施年ではないた
め、市民を対象とした
調査は行いませんでし
た。
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具体的取り組み 内　 容 担当課 R７年度　事業内容

①講演会・セ
ミナーの実施

市民のニーズを反映した、
男女平等・男女共同参画に
関する講演会やセミナー、
出前講座を実施し、男女平
等・男女共同参画について
の意識の高揚に努めます。

人権・男
女共同参
画課

5月27日に職員を対象
とした、男女共同参画
研修を実施しました。

施策の方向７

具体的取り組み 内　 容 担当課 R７年度　事業内容

①啓発活動の
実施

男女共同参画週間や男女共
同参画情報紙の発行によ
り、家庭や地域から男女平
等の考え方が広まる機会の
実現に努めます。

人権・男
女共同参
画課

八潮メセナアネックス
ロビーに、男女共同参
画週間中に「男女共同
参画パネル」を展示し
ました。その他、DV防
止期間やワーク・ライ
フ・バランス推進月間
等の機会を捉えて、啓
発ポスターを作成し掲
示しました。

②家庭教育学
級の充実

PTAと教育委員会等が連携
して、さまざまな講座（家
庭教育学級）を充実させ、
親が子どもとともに学べ、
子どもたちがのびのびと個
性を発揮できる環境の実現
に努めます。

社会教育
課

八潮市ＰＴＡ連合会に
家庭教育学級事業を委
託して親の学習講座、
人権講座を実施しまし
た。
・給食試食会５回
・情報モラル教室１回
・施設見学会１回
・人権教育講座１回
・ 親 子 ふ れ あ い 運 動
Day１回

男女平等教育の推進

◆施策１５◆　家庭・地域における男女平等の推進

◆施策１４◆　講演会・セミナーの充実
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具体的取り組み 内　 容 担当課 R７年度　事業内容

①人権教育の
実施

市内小中学校の教職員を対
象に人権教育研修会や人権
講座、ワークショップを実
施し、教職員の男女平等意
識の啓発に努めます。
また、「人権文集」の作成
等を通して、児童生徒に人
権尊重の啓発を図ります。

小中一貫
教育指導
課

市内教職員を対象とし
た八潮市人権教育全体
研修会や各小中学校で
の校内研修会等を実施
し、教職員の人権教育
についての認識を一層
深めました。
また、子どもたちの人
権意識を高めることを
目的として児童生徒が
書 い た 人 権 文 集 「 い
ちょう」を発行し、人
権尊重の啓発を図りま
した。

(変更）
②性教育の推
進

保健学習（性に関する指
導）及び「いのちの授業」
の充実に努め、男女が互い
に認め合い、自他への思い
やりの心を育む学習を推進
します。

小中一貫
教育指導
課

社会教育
課

「特別活動」「特別の
教科道徳」「保健」
等、発達段階に応じた
保健学習及び「いのち
の授業」を実施し、男
女が互いに認め合って
成長していけるよう、
教育の推進を図りまし
た。
・小学校９校で実施
・中学校５校で実施

③男女平等観
に立った進路
指導の充実

職業において性別は決して
固定的ではないことを認識
させるとともに、学校出身
者などを招いて体験談をき
かせたり、職場体験をさせ
たりするなどの啓発的体験
を通じて、望ましい職業観
の形成をめざし、生徒（児
童）にとってより良いキャ
リア形成につなげていくよ
う努めます。

小中一貫
教育指導
課

進路指導、キャリア教
育において、望ましい
勤労観や職業観を育
て、児童生徒の可能性
を生かす教育を行いま
した。また、中学生の
社会体験チャレンジ事
業（職場体験）、ふる
さと科を中心とした企
業との連携やこども夢
大学の実施など、性別
にとらわれることな
く、将来に夢と希望が
持てるようキャリア形
成の推進を図りまし
た。

◆施策１６◆　学校教育における男女平等の推進

34



具体的取り組み 内　 容 担当課 R７年度　事業内容

①社会教育に
おける男女平
等教育の推進

市民大学・大学院の実施を
はじめ、男女共同参画の視
点を取り入れた各種講座の
開催やワークショップなど
の参加体験型のイベントを
行い、男女平等・男女共同
参画を進める意識づくりを
推進します。

社会教育
課

人権問題をテーマとし
た授業を実施し、学生
が議論することで、男
女共同参画に対する意
識づくりを推進しまし
た。

②地域活動に
おける男女平
等学習の実施

地域団体等を対象に、男女
平等・男女共同参画に関す
る学習の機会を提供すると
ともに、関係団体が自主的
に取り組めるように活動の
場の提供や情報の提供など
の支援を行います。

市民協働
推進課

出前講座において、男
女平等・男女共同参画
に関するメニュー登録
を行い、地域団体や市
民が自主的に学習でき
るよう情報を提供しま
した。
また、ボランティア活
動や市民活動団体等の
活動拠点として、市民
活動支援コーナーの運
営を行いました。実績
としては、利用者
7,558人、相談件数76
件でした。

◆施策１７◆　社会教育における男女平等の推進
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施策の方向８

具体的取り組み 内　 容 担当課 R７年度　事業内容

商工観光
課

人権・男
女共同参
画課

②再雇用の
支援
(重点項目）

多様な職種に対する女性の
能力発揮の機会を提供する
ため、労働関係機関などと
連携して再雇用支援のため
の情報提供に努めます。ま
た、企業や事業主を対象と
した講座等を行い、再雇用
を促進するよう企業に呼び
かけ、積極的に取り組んで
いる企業や事業主を支援し
ます。

商工観光
課

人権・男
女共同参
画課

市や県が主催する「就
職支援セミナー」等の
チラシを商工観光課窓
口に配架しました。

③女性活躍推
進に関する啓
発
(重点項目）

女性の職業生活における活
躍を推進するため、市内事
業所や市民に対し関係機関
が実施する啓発や情報提供
を支援し、市内事業所や労
働者の相談・助言等に努め
ます。

商工観光
課

市のホームページに女
性活躍推進法の概要に
ついて掲載し、周知し
ました。

女性の職業生活における活躍の推進（八潮市女性活躍推進計画）

◆施策１８◆　女性の職域拡大

①男女雇用機
会均等法の周
知・普及啓発

男女雇用機会均等法の趣旨
や内容の周知に努め、普及
啓発を行います。

市ホームページで男女
雇用機会均等法につい
て掲載し、相談窓口も
併せて周知しました。
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具体的取り組み 内　 容 担当課 R７年度　事業内容

①職場環境の
改善・整備に
対する制度の
啓発

女性の働き方改革を促進す
るため、市内企業に育児期
の女性が働きやすい環境改
善・整備のため、「育児短
時間勤務制度」等、多様な
働き方について情報提供を
行います。また、従業員の
仕事と家庭・地域生活の両
立を応援する制度等の情報
提供を行います。

商工観光
課

人権・男
女共同参
画課

商工観光課では、市
ホームページに両立支
援等助成金について掲
載し、周知しました。

人権・男女共同参画課
では、8月には、ワー
ク・ライフ・バランス
の推進に関する啓発ポ
スターを作成し、八潮
メセナ・アネックスロ
ビーに掲示しました。

②育児・介護
休業取得の促
進
(重点項目）

男女ともに働きながら育
児・介護を両立しやすい環
境の整備に向け、関係機関
と連携し、企業や事業主に
対し育児・介護休業取得の
促進に努めます。
また、男性の育児・介護参
加や、仕事の相互共有とい
う意識の浸透・定着をめざ
します。

商工観光
課

人権・男
女共同参
画課

市ホームページに育
児・介護休業と次世代
育成支援について掲載
し、相談窓口も併せて
周知しました。

③労働時間
短縮の啓発

男女ともに働きながら家族
責任も果たしていくことを
支援するため、仕事の量や
配分、進め方の見直しを行
い、効率的な職場環境をめ
ざし、関係課と連携して企
業や事業主を対象とした講
座等を行い、事業者（主）
へ労働時間短縮についての
啓発を行います。
また、必要に応じ、先進事
例の紹介や積極的に取り組
んでいる企業や事業主のPR
に努めます。

商工観光
課

人権・男
女共同参
画課

市ホームページに育児
休業と産後パパ育休に
ついて掲載し、育児休
業給付についても併せ
て周知しました。

(変更）
④雇用関係
各種給付金
についての
情報提供

若年者雇用定着支援事業
等、雇用関係の各種給付金
制度について周知し、その
活用を促進します。

商工観光
課

市ホームページに若年
者雇用定着支援事業
等、雇用関係の各種給
付金制度について掲載
し、周知しました。

◆施策１９◆　就業条件・環境の整備
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(変更）
⑤両立支援
関係の各種
助成金につ
いての情報
提供

職業生活と家庭生活との両
立や女性の活躍推進に対す
る両立支援関係の各種助成
金制度
について周知し、その活用
を推進します。

商工観光
課

職業生活と家庭生活と
の両立や女性の活躍推
進に対する両立支援関
係の各種助成金制度に
ついて、市ホームペー
ジで周知しました。

具体的取り組み 内　 容 担当課 R７年度　事業内容

①パートタ
イム労働法
等の普及

「短時間労働者の雇用管理
の改善等に関する法律（通
称：パートタイム労働
法）」など関連法の普及啓
発に努め、正規職員以外の
働き方をしている人への支
援を行います。

商工観光
課

市ホームページで働き
方改革関連法の施行に
ついて掲載し、正規雇
用労働者と非正規雇用
労働者の間の不合理な
待遇差の禁止等の周知
を行いました。

(変更）
②パート労
働者の正社
員化と「多
様な正社
員」の導入
についての
研究・啓発
(重点項目）

パート労働者の正社員化
と、仕事や勤務地、労働時
間などを限定して契約でき
る「多様な正社員」導入に
ついて調査し、機会を捉え
て情報提供します。

商工観光
課

市ホームページで働き
方改革に関する相談窓
口にて「多様な正社
員」導入に関する内容
掲載し、併せて相談窓
口も周知を行いまし
た。

③正社員を
めざす女性
への支援の
充実

出産・育児により就業にブ
ランクのある女性や、アル
バイトやパートから正社員
をめざす女性を対象とし
て、身近に職業相談できる
「八潮市ふるさとハロー
ワーク」や関係機関と連携
しながら、就職に関連する
情報提供や講座を開催しま
す。

商工観光
課

人権・男
女共同参
画課

「女性のための就職支
援コーナー」や「埼玉
県女性キャリアセン
ター」、「ハローワー
ク越谷マザーズコー
ナー」のチラシを商工
観光課窓口に配架し、
情報提供を行いまし
た。

◆施策２０◆　正規職員以外の働き方をしている人への支援
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具体的取り組み 内　 容 担当課 R７年度　事業内容

①農業等に
従事する女
性の支援

農業等に従事する女性の社
会的・経済的地位の向上を
目的に「家族経営協定」の
締結を促進するとともに、
地域農産物加工や販売、６
次産業化に取り組む女性へ
の情報提供及びその取り組
みのPRを通じて、農業等に
従事する女性の就業環境の
充実を図り経営者としての
キャリア形成を支援しま
す。

都市農業
課

人権・男
女共同参
画課

「家族経営協定」の締
結の促進に努めていま
す。これまでの締結戸
数は1９戸。農業に従
事する女性が積極的に
地域農業へ参加できる
よう、情報提供に努め
ました。

②女性の新
規就農への
情報提供

農業祭等のイベントで関係
課と連携し、女性の新規就
農者の育成を目的とした情
報提供に努めます。

都市農業
課

人権・男
女共同参
画課

農業関係の会議におい
て、女性の新規就農者
の育成を目的とした情
報・資料の提供に努め
ました。

◆施策２１◆　農業等に従事する女性の支援
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　　施策の方向

　　９　仕事と家庭・地域生活の両立支援　

　　10　就業支援の推進　

　　11　生涯を通した健康支援の推進　

　　12　多様なニーズに応じた育児の支援　

　　13　高齢者・障がい者・外国人等が安心して暮らせる環境の整備　　
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*2【　】欄は、令和７年度から新たに追加された担当課を示します。

　基本目標４

　いきいきと暮らせる基盤づくり

*1「具体的取り組み」中の「（変更）」は、令和2年度に行った
「第4次八潮市男女共同参画プランの見直し」で、内容が変更されたことを示しています。



　基本目標４

　いきいきと暮らせる基盤づくり

施策の方向９

具体的取り組み 内　 容 担当課 R７年度　事業内容

①仕事と家
庭・地域生活
の両立のため
の意識啓発
(重点項目）

仕事と家庭・地域生活の両
立のため、「ワーク・ライ
フ・バランス」の啓発活動
を行い、仕事と家庭・地域
活動の両立の実現をめざす
とともに、ロールモデルの
育成やそれらを活用した意
識啓発を図ります。

人権・男
女共同参
画課

8月を「ワーク・ライ
フ・バランス」推進月
間とし、ポスターを作
成して八潮メセナ・ア
ネックスロビーに掲示
しました。また、男女
共同△情報メール
Do！に「ワーク・ラ
イフ・バランス」を推
進する記事を掲載しま
した。

②仕事と家
庭・地域生活
の両立のため
の講座の実施

仕事と家庭・地域生活の両
立を推進するため、仕事と
家庭・地域生活の両立に関
する講座を開催し、幅広い
年齢やさまざまなライフス
タイルに応じた情報を提供
します。

人権・男
女共同参
画課

市民を対象とした国・
県開催の講演会やセミ
ナーについて、チラシ
の配架を実施しまし
た。

仕事と家庭・地域生活の両立支援

◆施策２２◆　仕事と家庭・地域生活の両立支援
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施策の方向１０

具体的取り組み 内　 容 担当課 R７年度　事業内容

①女性の起業
支援施策の充
実

創業をめざす人のための新
規創業者支援事業の周知に
努め、女性の起業を支援
し、施策の充実に努めま
す。

商工観光
課

新規創業を目指す人
が、県や日本政策金融
公庫から新規創業関係
資金を借り入れた場
合、支払利子を３年間
補給しました。令和7
年度は、男性６人、女
性２人、法人３０社に
対し、総額
2,796,969円の利子
補給を行いました。

②就業情報の
充実

就業に関するセミナー等の
情報提供を行い、女性が能
力を発揮できる環境づくり
を支援するとともに、市広
報紙やホームページ等で実
際にセミナーに参加した人
の声を発信し、参加者の増
加を図ります。

商工観光
課

草加公共職業安定所等
から送付された、「就
職支援セミナー開催日
程表」のチラシを商工
観光課窓口に配架し、
情 報提 供を 行い まし
た。

③職業訓練に
関する情報の
提供

市広報紙やリーフレット・
ポスターを活用して職業訓
練に関する情報提供を行
い、女性の就業を支援し、
積極的な受講につなげま
す。

商工観光
課

市ホームページに公的
職 業訓 練（ ハロ ート
レーニング）と就労体
験（ジョブトレーニン
グ）について掲載する
と共に「在職者向け職
業訓練の講習案内」、
「求職者支援訓練生募
集案内」等の冊子及び
チ ラシ を庁 内に 配架
し、周知しました。

④ 労 働 セ ミ
ナーの開催

商工会、埼玉県との共催に
よる労働法や労働問題に関
するセミナーを開催し、労
働に関するさまざまな内容
について周知・啓発を進め
ます。

商工観光
課

埼玉県及び八潮市の共
催で「埼玉県労働セミ
ナー」を動画配信形式
で開催しました。
八潮市、八潮市商工会
の共催で対面式の「八
潮市労働セミナー」を
開催しました。テーマ
は「103万円の壁につ
いて考える」で、受講
者は１９人でした。

就業支援の推進

◆施策２３◆　就業支援の推進
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⑤若年者の就
業支援

学卒無業者やフリーター、
子どもをもつ女性の就業に
役立つよう、若年者就職支
援コーナーでの情報提供や
講座等を開催します。

商工観光
課

若 年者 就職 支援 コー
ナーで情報提供を行い
ました。また、パソコ
ン講座を開催し、６人
が受講しました。

具体的取り組み 内　 容 担当課 R７年度　事業内容

①内職相談の
充実

事業主からの求人募集に関
する情報の収集に努め、内
職相談を充実させるととも
に、内職先の開拓を行うた
め事業主に対し市広報紙等
での求人掲載を呼びかけま
す。

商工観光
課

毎週火曜日の午前10
時から午後３時30分
まで内職相談員による
内職相談を行いまし
た。
また、市広報誌や商工
だよりに事業主に対す
る求人募集記事を掲載
しました。

②若年者職業
相談の充実

若年者の就業を支援するた
め、キャリアカウンセラー
による職業相談を実施しま
す。

商工観光
課

毎月第１・第３水曜日
に、若年者の就業を支
援するため、職業相談
を実施しました。令和
７年度の相談人数は
23人、相談件数は27
件でした。

◆施策２４◆　就業相談の充実
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施策の方向１１

具体的取り組み 内　 容 担当課 R７年度　事業内容

①女性の健康
相談等の充実

女性が生涯にわたり健康で
暮らせるよう、健康相談等
を充実させるとともに、事
業の一層の周知を図りま
す。また、相談を希望する
方が利用しやすいよう、受
付方法や事業運営について
検討します。

健康増進
課

女性の健康週間に合わ
せて保健センターロ
ビー等に掲示を行い、
市民に広く周知しまし
た。その他、随時保健
師による健康相談の周
知をしました。

②健康管理体
制の充実

特定健康診査・特定保健指
導を含む健診・保健指導や
各種がん検診等を推進する
とともに、事業の周知を図
り健康管理体制の充実に努
めます。

健康増進
課

国保年金
課

・各種がん検診等を実施しま
した。
〈がん検診受診者数〉
胃がん検診
１，２３６人
肺がん検診
１，３４７人
大腸がん検診
５，７４０人
子宮頸がん検診
２，１３７人
乳がん検診
１，２７０人
前立腺がん検診
２４９人
〈ヘルシーチェック〉
２３１人

・40歳以上の八潮市国民健康
保険被保険者を対象に4月から
11月にかけて特定健康診査を
実施しました。
・特定健康診査受診者のう
ち、特定保健指導の基準に該
当した者を対象に特定保健指
導を実施しました。

　生涯を通した健康支援の推進

◆施策２５◆　生涯を通した健康支援の推進
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③ リ プ ロ ダ
ク テ ィ ブ ・
ヘ ル ス ／ ラ
イ ツ に 関 す
る 啓 発 や 各
種 講 座 の 開
催

心身ともに健やかな生涯を
送ることができるよう「リ
プロダクティブ・ヘルス／
ライツ」に関して、妊娠期
の女性やカップル、夫婦な
ど、また年齢層別の男女を
対象とした各種講座を開催
し幅広い人々への啓発に努
めます。

子ども家
庭支援課

人権・男
女共同参
画課

パパ・ママ学級を開催
し、妊娠期から出産後
の女性の体と心の変化
について講話しまし
た。
年14回（日曜日）
参加人数403人
（うち父199人）

(変更）
④スポー
ツ・レクリ
エーション
の推進

健康でいきいきとした潤い
のある生活を実現するため
に、誰もが気軽にスポーツ
に親しめるスポーツ教室を
実施し、スポーツ・レクリ
エーションを推進します。

スポーツ
振興課

ピラティスやエアロな
どのスポーツ教室を開
催しました。
７６教室／１，５４５
人

⑤こころの
健康づくり
の充実

こころの健康づくりについ
て、ホームページ等で啓発
するとともに、心の悩みを
持つ市民及びその家族を対
象に「こころの健康相談」
等を実施し、心と身体の健
康を通じて男女の豊かな関
係をめざします。

健康増進
課

こころの健康の保持・
向上のため、毎月1回
（月曜日）、精神科医
によるこころの健康相
談を実施しました。
利用人数１３人。
その他、随時保健師に
よる相談を実施しまし
た。
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施策の方向１２　

具体的取り組み 内　 容 担当課 R７年度　事業内容

①幼児家庭
教育学級の
推進

子育て講座など保護者の学
習機会を充実させ、発達段
階に応じた家庭教育を推進
します。

社会教育
課

す こや か子 育て 講座
「親の学習」講座を小
学校就学時健診時に小
学校９校で実施しまし
た。

②こども医
療費等の支
給

家庭生活の安定と子どもの
健全育成を促進するため、
こども医療費や児童手当を
支給します。

子育て支
援課

【こども医療費支給事業】
児童に係る医療費について、
入院・通院に係る医療費につ
いては、１８歳到達の年度末
まで、一部負担金に相当する
額を支給しました。
令和７年度は、延べ201,334
件、395,935,679円を支給
しました。
【児童手当支給事業】
児童手当の対象児童について
は、１８歳到達の年度末まで
支給対象となり、3歳未満の児
童1人当たり月15,000円、3
歳以上の児童1人当たり月額
10,000円（第3子以降の児童
1人当たり月額30,000円）を
支給しました。
令和７年度は、延べ152,832
件、1,964,435,000円を支
給しました。

多様なニーズに応じた育児の支援

◆施策２６◆　子育て支援諸施策の充実
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③家庭児童
相談室の充
実

家庭児童福祉に関する相談
に当たり、面接相談、訪問
指導等の業務を行って児童
問題の解決を図る家庭児童
相談室の充実に努めます。

子ども家
庭支援課

家 庭児 童相 談員 ３人
が、家庭児童福祉に関
す る相 談に 応じ まし
た。
令和７年度は、375件
の相談に応じました。

④児童相談
所との連携
と児童虐待
対策の推進

児童虐待防止のための啓発
に努めるとともに、児童虐
待の相談、通報があった場
合には児童相談所と連携し
て児童の安全の確保に努め
ます。

子ども家
庭支援課

「広報やしお」への記
事の掲載などにより、
児童虐待防止のための
啓発に努めました。ま
た 、令 和７ 年度 は、
442件の児童虐待等の
相談や通告に対し、児
童相談所等関係機関と
連携して適切に対応し
た他、158名の要保護
児童に対し、要保護児
童対策地域協議会にお
いて支援方針の検討や
見守りを行いました。

⑤ファミ
リー・サ
ポート・セ
ンターの充
実

育児の援助を受けたい人と
援助をしたい人の会員によ
る相互援助活動組織である
「ファミリー・サポート・
センター」の円滑な運営を
めざします。

子育て支
援課

育児の援助を受けたい
人と援助をしたい人が
会員となり援助を行う
会員組織による相互援
助活動を、NPO法人
への業務委託により、
実施しました。
また、病児病後児を対
象にしたサポート事業
を実施しました。
なお、ファミリー・サ
ポート・センターの年
間利用件数は3,358件
でした。
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具体的取り組み 内　 容 担当課 R７年度　事業内容

①保育内容
の充実

保護者の就業形態の多様化
等による保育需要に対応す
るため、長時間保育や休日
保育など、保育内容を充実
させます。

保育幼稚
園課

市内の３８か所の保育
施設において、長時間
保育、一時保育の枠組
み の中 での 休日 保育
を、「八潮市こども計
画（八潮市子ども・子
育て支援事業計画）」
に基づき継続して実施
しました。

②０歳児保
育・延長保
育及び障が
い児保育の
充実

０歳児保育、延長保育及び
障 が い 児 保 育 の 充 実 を 図
り、保護者の活動を支援す
る保育サービスを充実させ
ます。

保育幼稚
園課

市内の３８か所の保育
施設において、０歳児
保育、延長保育及び障
がい児保育を、「八潮
市こども計画（八潮市
子ども・子育て支援事
業計画）」に基づき継
続して実施しました。

③一時預か
りの充実

保護者の緊急保育に対応す
る一時預かりを充実させま
す。

保育幼稚
園課

コビープリスクールや
しおステーション、八
潮かえで保育園の２か
所で実施しました。利
用人数は延べ1,291人
でした。

④送迎保育
の充実

保護者の就業形態の多様化
に対応するため、送迎保育
を充実させます。

保育幼稚
園課

コビープリスクールや
しおステーションで送
迎 保育 を実 施し まし
た 。利 用人 数は 延べ
1,602人でした。

具体的取り組み 内　 容 担当課 R７年度　事業内容

①保育所・
学童保育所
の整備・充
実

保 育 所 ・ 学 童 保 育 所 の 整
備、充実を進め、子どもた
ちが健やかに育つ保育施設
等としていきます。

子育て支
援課

【教育総
務課】

「八潮市こども計画」
に基づき、保育所につ
いては、八潮駅周辺に
おける住環境整備の進
捗等に伴う保育需要の
増加に対応するため、
認可保育所を１施設整
備し、令和８年４月に
開所しました。

学童保育所について
は、八潮駅周辺におけ
る学童需要の増加に対
応するため、おおぜの
もり学童クラブを開所
しました。

◆施策２７◆　保育サービスの充実

◆施策２８◆　子育てを支援する施設整備の促進
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②児童施設
等の充実

児童館及び子育てひろばに
おいて、児童健全育成及び
子育て支援の「場」を提供
するとともに、創作活動等
の事業を実施します。

子育て支
援課

児童館については、現
在、休館中のため、市
内の公共施設を利用し
て、試行的に移動児童
館を開催し、子育て支
援の「場」を提供しま
した。
また、子育てひろばに
おいては、季節に応じ
た創作活動や手遊び等
を実施し、利用者の増
加を図りました。
児童館の年間利用者は
10,213人でした。
子育てひろばの年間利
用者は39,838人でし
た。

③公園等の
整備の推進

児 童 の 健 全 育 成 を め ざ し
て、安全・安心に遊べるよ
う公園等の整備を推進する
とともに、地域における世
代間交流の場としての公園
づくりや、見守りなどを検
討します。

公園みど
り課

関係課

やしお駅前公園他7公
園の老朽化した公園遊
具の改修及び撤去を行
いました。
古新田第7公園や上二
宮 田公 園の 整備 にあ
たって、市民の声を取
り入れるべく小学校や
住民に対してWSを開
催しました。
安心・安全に公園で遊
べるように諏訪児童公
園に新たに防犯カメラ
を設置しました。

具体的取り組み 内　 容 担当課 R７年度　事業内容

①生活の安
定と自立の
支援

母子家庭、父子家庭等のひ
とり親家庭の生活の安定と
自立を支援するため、相
談・情報提供、生活支援の
充実などに努めます。

子育て支
援課

【児童扶養手当支給事
業】
母子家庭等に、月額（4
月～3月）46,690円
（所得状況や子どもの
数により加算や減額あ
り）を支給しました。
延べ5,628件
253,166,400円
を支給しました。
【ひとり親家庭等医療
費支給事業】
ひとり親家庭等の医療
費について補助しまし
た。
延べ16,870件
42,793,080円
を支給しました。

◆施策２９◆　ひとり親家庭への支援
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施策の方向１３　

具体的取り組み 内　 容 担当課 R７年度　事業内容

①高齢者の
社会参加と
生きがい活
動の推進

シルバー人材センター等関
係機関と連携を図り、さま
ざまな分野での高齢者の社
会参加を促進するととも
に、高齢者が学習できる体
制の充実や老人福祉セン
ター等施設環境の充実に努
め、高齢者の生きがい活動
を推進します。

長寿介護
課

継続して、シルバー人
材センター等関係機関
と連携を図り、高齢者
の社会参加を促進する
とともに、高齢者の生
きがいづくり事業とし
ては、老人福祉セン
ターにおいて、寿大
学、趣味の教室等の開
催、老人クラブ連合会
によるゲートボール大
会、素人演芸大会を実
施しました。

②高齢者在
宅福祉サー
ビスの充実

日常生活の支援を必要とす
るひとり暮らしの高齢者や
高齢者世帯等への在宅福祉
サービス等の充実に努めま
す。

長寿介護
課

継続して、在宅におけ
る日常生活の支援を必
要とするひとり暮らし
の高齢者等やその家族
に対して、在宅福祉
サービスの提供を行い
ました。

③高齢者や
介護に関す
る理解の促
進

介護中であることが周囲に
分かりにくいことで生じる
誤解や偏見を防止するため
「介護マーク」を配布しま
す。また、認知症等に関す
る正しい知識と理解のた
め、市内小中学校や市民、
民間企業等において「認知
症サポーター養成講座」を
行います。

長寿介護
課

継続して、介護中であ
ることを知らせる「介
護マーク」を配布し、
周囲からの誤解や偏見
を防止することに努め
ます。
また、認知症等に関す
る知識と理解を深めて
もらうため、市民、民
間企業等において「認
知症サポーター養成講
座」を５回行い、合計
９７人の認知症サポー
ターを養成しました。

高齢者・障がい者・外国人等が安心して暮らせる環境の整備

◆施策３０◆高齢者・障がい者・外国人等が安心して暮らせる環境の整備　
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④ 介 護 保 険
サ ー ビ ス の
基 盤 整 備 の
促 進 、 地 域
支 援 事 業 の
推進

介護保険サービスの提供基
盤の整備を促進し、サービ
スを必要とする人が適切な
サービスを受けられるよ
う、環境づくりを進めま
す。また、地域支援事業の
推進により高齢者がいきい
きと暮らせる地域づくり・
まちづくりを支援していき
ます。

長寿介護
課

第９期八潮市高齢者保
健福祉計画に基づき、
介護保険事業の適正か
つ円滑な運営を行いま
した。また、地域支援
事業として、介護予
防・日常生活支援総合
事業や在宅医療・介護
連携推進事業、生活支
援体制整備事業、認知
症総合支援事業、地域
ケア会議推進事業を実
施し、高齢者が健康で
いきいきと安心して暮
らしつづける地域づく
り・まちづくりの支援
に取組みました。

⑤ 介 護 に 関
す る 相 談 ・
苦 情 処 理 の
実施

介護保険や要介護認定、介
護サービス等に関する相談
窓口を設置し、関係機関と
も連携しながら相談、苦情
について速やかに解決を図
ります。

長寿介護
課

相談・苦情に関する相
談窓口を設置し、随時
相談等に対応しまし
た。
また、困難事例につい
ては、関係機関と連携
を図り対応しました。

(変更）
⑥ 障 が い の
あ る 人 の 自
立支援

障がいのある人が住み慣れ
た地域の中で、その人らし
く自立した生活を送れるよ
うな住みよい環境の整備と
交 流 の 場 の 充 実 に 努 め ま
す。

障がい福
祉課

令和６年度から令和８
年度までを計画期間と
する「第８次八潮市障
がい者行動計画・第７
期八潮市障がい福祉計
画」に基づき、自立支
援給付事業・地域生活
支援事業・在宅生活支
援事業等を実施しまし
た。

⑦ 情 報 提 供
の充実

在宅福祉、介護保険、障が
い福祉サービスについての
情報提供の充実のため、当
事者のほしい情報に関する
ニーズを把握し、効果的な
パンフレット、チラシの作
成・配布に努めます。

長寿介護
課

障がい福
祉課

障がい福祉課では、パ
ンフレットの配布や広
報紙・ホームページへ
の掲載により、障がい
福祉サービスに関する
情報提供を行いまし
た。
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具体的取り組み 内　 容 担当課 R７年度　事業内容

① 地 域 包 括
支 援 セ ン
タ ー の 充
実・周知

高齢者が住み慣れた地域で
安心して生活することがで
きるように、より良い連携
体制の構築を図り「地域包
括支援センター」を充実さ
せるとともに、市民への周
知に努めます。

長寿介護
課

介護予防事業、総合相
談支援事業、権利擁護
事業、包括的・継続的
ケアマネジメント支援
事業、介護予防ケアマ
ネジメント、家族介護
教室、認知症カフェ、
認知症地域支援推進
員、第２層生活支援体
制整備事業の業務委託
を行い、高齢者が住み
慣れた地域で安心して
生活することができる
よう支援を行いまし
た。
また、地域包括支援セ
ンターのリーフレット
を活用し、市民への周
知に努めました。

② 地 域 活 動
支 援 セ ン
タ ー の 充
実・周知

障がいのある人の創作的活
動、生産活動、社会との交
流の推進の場として「地域
活動支援センター」の充実
に努めます。

障がい福
祉課

市内２か所で地域活動
支援センター事業（委
託）を実施し、創作的
活動・生産活動・交流
の推進等を行いまし
た。

(変更）
③バリアフ
リーやユニ
バーサルデ
ザイン等の
視点に立っ
た環境整備
の推進

高齢であることや障がいの
あること、また外国人であ
ること等によって活動やコ
ミュニケーションに不便が
生じることがないよう、バ
リアフリーやユニバーサル
デザインの視点に立った環
境づくりを推進します。

関係課
（全庁）

「八潮市手話言語条
例」に基づき手話に対
する理解促進を図るた
めリーフレットを配布
するとともに、聴覚障
がい者の意志疎通支援
のため、障がい福祉課
窓口において遠隔手話
通訳サービスを行いま
した。

◆施策３１◆高齢者・障がいのある人・外国人等が安心して暮らすための施設・環境整備の促進
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④（新規）
外 国 人 市 民
が 安 心 し て
暮 ら せ る 環
境の整備

外 国 人 市 民 が 、 言 語 や 文
化、価値観等の違いから、
地域において孤立しやすく
なることに加えて、女性で
あることにより更に複合的
に困難な状況に置かれてい
る 場 合 が あ る こ と に 留 意
し、多文化共生施策を推進
します。

人権・男
女共同参
画課

関係課

子ども家
庭支援課

市民協働
推進課

人権・男女共同参画課
では、外国人を含む市
民の方の人権相談を行
いました。

子 ども 家庭 支援 課で
は、言語や文化等の違
いから、子の養育に不
安を持つ家庭に対して
は、定期的に訪問や面
談を行うなど丁寧な支
援を行いました。

市民協働推進課では、
「町会・自治会加入の
ご案内」及び「八潮市
外国人市民のためのく
らしのガイドブック」
を多言語で作成し関係
窓口や公共施設等に設
置することで、外国人
市民による地域活動参
加の促進及び情報提供
を行いました。

⑤（新規）
性 の 多 様 性
を 尊 重 す る
社会の推進

LGBT等であることを理由
に、さまざまな困難な状況
に置かれている人が安心し
て暮らせる環境を整備する
ため、「パートナーシップ
公的認証制度」等の導入に
努めます。

人権・男
女共同参
画課

関係課

「八潮市パートナー
シップ宣誓制度」の適
切な運営を図りまし
た。
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基本 実績 目標値

目標 令和7年度 令和7年度※

市の施策に関わる審議会等における、女性委員の
割合

32.5% 40%

すべての審議会等への女性委員選任の割合 89.7% 100%

女性人材リストの活用件数 8件 3件

市職員における副課長級以上の女性管理職の割合 21.3% 30%

2
被害者の早期発見と相談
体制の充実

「女性相談」「DV相談」の相談継続率 62.5% 70%

人権に関する研修会の参加者数 924人 1,300人

LGBT等、性の多様性を尊重する啓発活動 年2回 年２回

市民意識調査における「固定的性別役割分担意
識」に同感しないと考える割合

78.6%

(令和6年度) 100%

研修会参加者の「男女共同参画社会」という用語
の周知度

— 100%

市民意識調査における家庭生活で平等と感じる市
民の割合

36.3%
(令和6年度) 50%

社会教育における男女平
等の推進

市民大学・大学院延べ卒業者数 498人 600人

労働に関するセミナーの開催回数 年1回 年１回

就業条件・環境の整備に関する情報提供 年2回 年２回

農業等に従事する女性の
支援

家族経営協定締結戸数 19戸 17戸

仕事と家庭・地域生活の
両立支援

仕事と家庭・地域生活の両立のための啓発活動 年2回 年２回

就業相談の充実 若年者職業相談の相談件数 27件 33件

ヘルシーチェック受診者数 231人 400人

市が実施する、乳がん検診受診率
　（対象年齢40～69歳）

14.3% 25%

スポーツ団体における女性役員育成のための研修
会

年1回 年2回

子育て支援諸施策の充実 ファミリー・サポート・センターの利用件数 3,358件 2,000件

※第4次プラン目標値（令和2～7年度）

数値目標一覧

施　策　名 指　　　標

1
政策決定分野における女
性の参画

就業条件・環境の整備

3

4
生涯を通した健康支援の
推進

人権尊重の推進

広聴広報活動の充実
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資料編
　審議会等への女性の参画状況
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（１）地方自治法第202条の3に基づく審議会等への女性の登用状況

（基準日：令和７年４月１日）

　担当課名 附属機関名 委員数 内女性委員数 女性委員 割合

1 企画経営課 八潮市外部評価委員会 5 2 40.0%

2 企画経営課 八潮市振興計画審議会 20 8 40.0%

3 企画経営課 八潮市まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会 10 4 40.0%

4 人権・男女共同参画課 八潮市男女共同参画審議会 8 4 50.0%

5 人権・男女共同参画課 八潮の子どもをいじめから守る委員会 5 2 40.0%

6 アセットマネジメント推進課 八潮市公共施設マネジメント推進委員会 6 4 66.7%

7 総務課 八潮市行政不服審査会 5 2 40.0%

8 総務課 八潮市情報公開・個人情報保護審査会 5 3 60.0%

9 人事課 八潮市公務災害補償等認定委員会 5 2 40.0%

10 人事課 八潮市公務災害補償等審査会 3 2 66.7%

11 社会福祉課 八潮市民生委員推薦会 10 5 50.0%

12 長寿介護課 八潮市地域包括支援センター運営協議会 10 5 50.0%

13 長寿介護課 八潮市老人ホーム入所判定委員会 4 1 25.0%

14 長寿介護課 八潮市高齢者保健福祉推進審議会 12 5 41.7%

15 長寿介護課 八潮市介護認定審査会 20 9 45.0%

16 子育て支援課 八潮市子ども・子育て支援審議会 13 9 69.2%

17 障がい福祉課 八潮市障害支援区分審査会 5 2 40.0%

18 障がい福祉課 八潮市自立支援協議会 14 7 50.0%

19 国保年金課 八潮市国民健康保険運営協議会 15 6 40.0%

20 健康増進課 八潮市立休日診療所運営委員会 5 0 0.0%

21 健康増進課 八潮市予防接種健康被害調査委員会 5 0 0.0%

22 健康増進課 八潮市健康と福祉のまちづくり推進協議会 11 5 45.5%

23 健康増進課 八潮市検診等に関する専門部会 4 1 25.0%

24 健康増進課 八潮市立保健センター運営委員会 11 3 27.3%

25 スポーツ振興課 八潮市スポーツ推進審議会 11 4 36.4%

26 環境リサイクル課 八潮市環境審議会 9 3 33.3%

27 環境リサイクル課 八潮市廃棄物減量等推進審議会 9 3 33.3%

28 環境リサイクル課 八潮市環境衛生委員会 47 4 8.5%

29 危機管理防災課 八潮市防災会議 38 9 23.7%

30 交通防犯課 八潮市交通安全対策協議会 25 3 12.0%

31 下水道課 八潮市下水道事業審議会 14 6 42.9%

32 都市計画課 八潮市都市計画審議会 13 4 30.8%

33 都市計画課 八潮市特定空家等・特定居住物件等調査審議会 6 1 16.7%

34 開発建築課 八潮市まちづくり・景観推進会議 15 4 26.7%

35 開発建築課 八潮市開発事業紛争調整委員会 3 2 66.7%

36 区画整理課 草加都市計画事業西袋上馬場土地区画整理審議会 9 1 11.1%

37 区画整理課 草加都市計画事業大瀬古新田土地区画整理審議会 14 0 0.0%

38 区画整理課 草加都市計画事業鶴ヶ曽根・二丁目土地区画整理審議会 14 0 0.0%

小数点以下第2位を四捨五入

審議会等への女性の参画状況
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39 区画整理課 草加都市計画事業八潮南部東一体型特定土地区画整理審議会 14 0 0.0%

40 経営課 八潮市水道運営委員会 9 3 33.3%

41 教育総務課 八潮市教育資金貸付審査会 6 1 16.7%

42 教育総務課 八潮市入学準備金貸付審査会 6 1 16.7%

43 教育総務課 八潮市立小中学校施設建設委員会 9 2 22.2%

44 社会教育課 八潮市社会教育審議会 15 7 46.7%

45 社会教育課 八潮市青少年健全育成審議会 15 8 53.3%

46 文化財保護課 八潮市立資料館協議会 8 2 25.0%

47 文化財保護課 八潮市文化財保護審議会 5 2 40.0%

48 学務課 八潮市学校給食審議会 14 6 42.9%

49 学務課 八潮市立小中学校結核対策委員会 5 1 20.0%

50 学務課 八潮市学校運営協議会 131 51 38.9%

51 学務課 八潮市学校給食衛生管理委員会 6 4 66.7%

52 小中一貫教育指導課 八潮市いじめ対策委員会 5 2 40.0%

686 225 32.8%

（２）審議会等委員における女性の登用状況調査票（地方自治法第180条の5）

（基準日：令和７年４月１日）

　担当課名 委員会名 委員数 内女性委員数 女性委員 割合

1 総務課 選挙管理委員会 4 2 50.0%

2 監査委員事務局・公平委員会 公平委員会 3 1 33.3%

3 監査委員事務局・公平委員会 監査委員 2 0 0.0%

4 納税課 固定資産税評価審査委員会 3 1 33.3%

5 都市農業課 農業委員会 15 2 13.3%

6 教育総務課 教育委員会 4 2 50.0%

31 8 25.8%

（３）審議会等（地方自治法第180条の5、第202条の3）への女性の登用状況

（基準日：令和７年４月１日）

委員会名

審議会・委員の数

うち女性委員のいる審議会等の数

女性のいる審議会・委員会の割合

審議会・委員の委員数

うち女性委員の数

女性委員の割合

233人

32.5%

小数点以下第2位を四捨五入

小数点以下第2位を四捨五入

審議会、委員会の数

委員の数

委員数

58団体

52団体

89.7%

717人
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（４）埼玉県市町村の審議会等及び委員会等における女性の登用状況

うち女性委員数 女性割合

1 さいたま市 112 1,802 613 34.0%

2 川越市 71 982 303 30.9%

3 熊谷市 52 552 151 27.4%

4 川口市 181 2,345 663 28.3%

5 行田市 41 522 151 28.9%

6 秩父市 33 406 80 19.7%

7 所沢市 73 938 287 30.6%

8 飯能市 46 512 137 26.8%

9 加須市 33 487 157 32.2%

10 本庄市 41 535 127 23.7%

11 東松山市 53 540 153 28.3%

12 春日部市 29 384 93 24.2%

13 狭山市 49 582 197 33.8%

14 羽生市 51 708 205 29.0%

15 鴻巣市 48 782 228 29.2%

16 深谷市 35 565 151 26.7%

17 上尾市 56 691 237 34.3%

18 草加市 47 541 166 30.7%

19 越谷市 66 1,190 421 35.4%

20 蕨市 48 508 196 38.6%

21 戸田市 52 557 164 29.4%

22 入間市 51 789 262 33.2%

23 朝霞市 63 806 261 32.4%

24 志木市 21 236 66 28.0%

25 和光市 31 322 104 32.3%

26 新座市 50 648 241 37.2%

27 桶川市 41 483 137 28.4%

28 久喜市 47 663 255 38.5%

29 北本市 41 462 134 29.0%

30 八潮市 58 717 233 32.5%

31 富士見市 45 499 155 31.1%

32 三郷市 40 471 152 32.3%

33 蓮田市 44 372 141 37.9%

34 坂戸市 42 461 122 26.5%

35 幸手市 32 372 99 26.6%

市町名 審議会等数

総委員等数（人）
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36 鶴ヶ島市 34 464 172 37.1%

37 日高市 41 447 196 43.8%

38 吉川市 39 368 93 25.3%

39 ふじみ野市 44 528 182 34.5%

40 白岡市 27 260 66 25.4%

41 伊奈町 33 315 96 30.5%

42 三芳町 38 366 106 29.0%

43 毛呂山町 23 219 54 24.7%

44 越生町 13 108 29 26.9%

45 滑川町 24 276 63 22.8%

46 嵐山町 23 244 73 29.9%

47 小川町 26 283 88 31.1%

48 川島町 19 177 46 26.0%

49 吉見町 15 148 40 27.0%

50 鳩山町 28 309 67 21.7%

51 ときがわ町 14 149 34 22.8%

52 横瀬町 20 195 40 20.5%

53 皆野町 6 157 28 17.8%

54 長瀞町 26 229 55 24.0%

55 小鹿野町 13 158 29 18.4%

56 東秩父村 22 197 36 18.3%

57 美里町 27 262 43 16.4%

58 神川町 16 138 44 31.9%

59 上里町 25 258 75 29.1%

60 寄居町 27 238 39 16.4%

61 宮代町 33 374 94 25.1%

62 杉戸町 30 326 82 25.2%

63 松伏町 24 214 64 29.9%

小計 2,533 30,837 9,276 30.1%

広域で設置している審議会等 14 401 161 40.1%

計 2,547 31,238 9,437 30.2%

※埼玉県「令和7年度版男女共同参画に関する年次報告」
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